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会
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す
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予
算
委
員
会
に
お
け
る
答
弁
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
月
十
二
日
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
大
西
議
員
が
「
一
昨
年
の
沖
縄
の
選
挙
結
果
が
辺
野
古
移
設
に
影
響
を
与
え
る

か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
安
倍
総
理
大
臣
は
「
安
全
保
障
に
関
わ
る
こ
と
は
国
全
体
で
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
一
地
域

の
選
挙
で
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の
答
弁
は
、
地
方
自
治
や
民
主
主
義
を
否
定
す
る
も
の
に
他
な
ら
な

い
。そ

こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

「
国
全
体
で
決
め
る
」
と
は
、
誰
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
る
の
か
。

二

「
地
域
の
選
挙
で
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
地
方
自
治
や
民
主
主
義
を
否
定
し
、
そ
の
根
幹
を
な
い

が
し
ろ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

三

今
回
の
安
倍
総
理
大
臣
の
発
言
や
考
え
は
、
憲
法
第
九
十
五
条
に
反
し
な
い
か
。

四

今
回
の
安
倍
総
理
大
臣
の
発
言
や
考
え
は
、
宜
野
湾
市
長
選
の
焦
点
の
一
つ
で
あ
る
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
」

は
「
国
政
の
重
要
事
項
」
で
あ
る
と
の
基
本
的
な
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
か
。

五

質
問
四
に
関
連
し
て
、
「
安
全
保
障
に
関
わ
る
こ
と
は
国
全
体
で
決
め
る
こ
と
」
な
ら
ば
、
憲
法
第
四
十
三
条
及
び
同
第

一



四
十
一
条
に
基
づ
き
、
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
」
を
「
国
政
の
重
要
事
項
」
と
し
て
、
国
会
に
お
い
て
国
会
議
員

が
審
査
で
き
る
よ
う
政
府
が
提
案
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

六

政
府
は
、
二
〇
一
五
年
十
月
に
米
軍
普
天
間
飛
行
場
所
属
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空
港
で
の
訓
練
移
転
に
関
し
て
、
地
元
の

反
対
や
移
転
反
対
を
掲
げ
た
知
事
が
当
選
し
た
こ
と
か
ら
、
断
念
し
た
。
今
回
の
安
倍
総
理
大
臣
の
発
言
や
考
え
と
矛
盾
し

て
い
な
い
か
。

七

沖
縄
県
民
が
選
挙
で
示
す
「
思
い
」
や
「
民
意
」
は
尊
重
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

八

安
倍
総
理
大
臣
の
答
弁
や
考
え
の
根
底
に
は
、
沖
縄
県
民
へ
の
差
別
や
蔑
視
、
沖
縄
県
民
は
日
本
国
民
の
一
員
で
は
な
い

と
い
う
考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


